
２０１５ 長崎県人事委員会勧告

月例給・ボーナスともに引き上げの勧告、しかし、改善額は昨年の７割

県教委は｢国の動向が未確定で回答できない｣として確定交渉を延期

長崎県人事委員会は、10月9日、県議会議長と知事に対して、県職員の給与等についての今年度の報告及び勧告を

おこないました。その中で、給与改定については、8月に出された人事院勧告にならって、月例給・ボーナスともに

引き上げを勧告しました。しかし、月例給については、現給保障を受けている職員の多くは改善にはならず、ボーナ

スの引き上げも昨年より少ない(昨年は0.15月、今回は0.1月）ため、年間給与での改善額の平均(行政職)は４万９千

円と昨年の７割にとどまっており、教職員の生活改善のためには不十分な内容です。

公
民
較
差
を
解
消
で
き
な
い
勧
告

人
事
委
員
会
は
、
人
事
院
と
共
同
し
て
、
従

業
員
数

人
以
上
の
民
間
企
業(

今
年
度
の
調
査

50

事
業
所
数
は
県
内
で
１
４
５
事
業
所)

の
給
与
実

態
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
県
職
員
の
行

政
職
の
給
与
と
比
較
し
て｢

公
民
較
差｣

を
算
出

し
、
そ
の
較
差
を
解
消
す
る
こ
と
を
基
本
に
給

与
の
改
定
を
勧
告
し
ま
す
。

し
か
し
、
別
掲
の｢

勧
告
の
ポ
イ
ン
ト｣

に
あ

る
と
お
り
、
今
年
度
の
勧
告
は
月
例
給
で
の
公

民
較
差
を
解
消
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
長

崎
県
の
人
事
委
員
会
が
、｢

国
を
上
回
る
給
料
表

の
改
定
は
で
き
な
い｣

と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り

ま
す
。
今
年
度
の
人
事
院
勧
告
は
民
間
給
与
と

の
較
差
解
消
の
原
資
の
う
ち
、
給
料
表
の
改
定

に
は
２
割
弱
し
か
ま
わ
さ
ず
、
８
割
近
く
を
地

域
手
当
の
引
き
上
げ
に
配
分
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
長
崎
県
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
地

域
手
当
の
受
給
者
が
少
な
い
県
で
は
、
国
と
同

様
の
給
与
の
改
定
で
は
公
民
較
差
を
解
消
で
き

な
い
の
で
す
。

人
事
委
員
会
が
従
来
か
ら
主
張
し
て
い
る｢

民

間
準
拠｣

に
従
え
ば
、
民
間
給
与
と
の
較
差
は
き

ち
ん
と
解
消
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
人
事
院
勧
告
で
の
給
料
表
の
改
定
に
上
乗
せ

し
て
改
善
す
る
勧
告
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で

す
。
実
際
、
山
形
県
人
事
委
員
会
は
、
人
事
院

が
勧
告
し
た
給
料
表
に
約
２
・
３
％
上
乗
せ
し

た
給
料
表
の
改
定
を
勧
告
し
て
い
ま
す
。

超
勤
縮
減
等
で
は

要
求
を
一
定
反
映
し
た

人
事
委
員
会
報
告

人
事

委
員
会
報
告
で
は
、
毎
年
、

｢

時
間
外
勤
務
等
の
縮
減｣

に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り

ま
す
が
、
今
年
度
は
学
校

の
教
員
の
負
担
軽
減
の
問

題
を
と
り
あ
げ
、｢

教
員
が

ゆ
と
り
を
も
っ
て
子
ど
も

と
向
き
合
う
た
め
に
も
、

推
進
が
必
要
で
あ
る｣

と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
９
月

日
に
公
務
共
闘
が
行
っ
た
人
事
委

15

員
会
交
渉
で
、
高
教
組
が
出
退
勤
時
刻
調
査
の

集
計
結
果
を
示
し
て
、
月
の
超
勤
が

時
間
を

80

超
え
る
職
員
の
割
合
が
県
立
学
校
全
体
で

％
、

17

全
日
制
普
通
で
は

％
も
あ
る
実
態
を
つ
き
つ

34

け
、
実
効
あ
る
超
勤
縮
減
の
と
り
く
み
を
県
教

委
に
求
め
る
報
告
を
出
し
て
欲
し
い
と
要
求
し

た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
人
事
評
価
の
賃
金
リ
ン
ク
に
つ
い
て

は
、｢

納
得
性
、
客
観
性
の
あ
る
人
事
評
価
制
度

の
円
滑
な
導
入｣

と
い
う
表
現
で
、｢

職
員
の
納

得｣

が
不
可
欠
と
い
う
高
教
組
の
主
張
に
配
慮
す

る
記
述
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
体
の

文
脈
は｢

人
事
評
価
制
度
の
円
滑
な
導
入
及
び
そ

の
結
果
の
活
用
に
向
け
、
…(

地
方
公
務
員
法)

改
正
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
取
組
を
さ
ら
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る｣

と
な
っ
て
お
り
、
賃
金

リ
ン
ク
の
導
入
を
促
す
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
、｢

職
員
が
納
得
で
き
る
賃
金

リ
ン
ク
制
度
は
不
可
能｣

｢

人
事
評
価
の
賃
金
リ
ン
ク

は
教
育
現
場
に
な
じ
ま
な

い｣

と
い
う
声
を
大
き
く
広

げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

｢

国
の
動
向｣

を
理
由
に

主
体
的
な
判
断
を
避
け
る
県
当
局

人
事
委
員
会
勧
告
を
受
け
て
、
今
年
度
の
賃

金
等
に
つ
い
て
の
高
教
組
と
県
教
委
の
確
定
交

渉
が

月

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
し

10

28

た
が
、
県
教
委
は

月

日
、｢

国
家
公
務
員
の

10

24

給
与
に
つ
い
て
の
閣
議
決
定
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

臨
時
国
会
も
開
か
れ
な
い
見
通
し
で
、
国
の
動

向
が
未
確
定
な
の
で
、

日
に
は
今
年
度
の
賃

28

金
に
関
わ
る
回
答
が
で
き
な
い｣

と
連
絡
し
て
き

ま
し
た
。
一
昨
年
の
賃
金
カ
ッ
ト
や
昨
年
の｢

給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し｣

に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
長
崎
県
と
し
て
の
主
体
的
な
判
断
を
求
め

る
組
合
側
の
要
求
に
対
し
て
、
県
当
局
は
こ
れ

ま
で
も
国(

総
務
省)

の
指
導
に
沿
っ
た
対
応
を

繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
ま
た
、｢

国

の
動
向｣

を
理
由
に
、
主
体
的
な
判
断
で
回
答
す

る
こ
と
を
避
け
る
と
い
う
姿
勢
を
示
し
た
わ
け

で
す
。

確
定
交
渉
の
日
程
は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

現
在
と
り
く
ん
で
い
る｢

賃
金
リ
ン
ク｣

と
対
県

要
求
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
重
点
要
求
署

名
を
中
心
に
、
引
き
続
き
、
現

場
教
職
員
の
声
を
集
約
す
る
と

り
く
み
を
す
す
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

＜人事委員会勧告のポイント（給与関係）＞
○民間給与と県職員(行政職)との比較

①月例給 民間給与が１，１０９円（0.30％）上回っている

②ボーナス 民間の支給月数４．１９月（県職員は４．１０月）
○給与改定の主な内容
①給料表

行政職給料表を人事院勧告と同様に改定（初任給～最高号給
を 2,500 ～ 1,100 円引き上げる）。教育職については、全国人事

委員会連合会が作成したモデルに準じて改定（2級では、初任給
～最高号給を 2,800～ 1,100円引き上げる）。

ただし、今年度の給料表は｢総合的見直し｣の強行で平均２％

(最大４％)引き下げられ、多くの職員が現給保障を受けている
ため、実際に月例給が上がるのは、32 歳前後までの若手のみ。

そのため、職員(行政職)全体での引き上げ額の平均は５０６円

②地域手当・単身赴任手当の引き上げ
｢総合的見直し｣で来年度以降に予定していた引き上げを、今

年４月に遡及して改定。

※上記①②の改定が実現しても、月例給(行政職)の平均改定額は
７８７円（０．２１％）で民間給与との較差１，１０９円を

解消できない。

③ボーナス
年間の支給月数を４．１０月から４．２０月へ引き上げる。

引き上げる０．１月分は勤勉手当に充てる。

県内の民間企業の賃金は昨年より月額3000円以上減?!
人事委員会が、従業員が 50 人以上の県内の 437 事業所から抽出

した 145 事業所について実施した民間給与実態調査の結果では、今

年 4 月の月額賃金は 373,083 円となっており、昨年の 376,174 円よ

り 3000 円以上減っています。安倍首相はやっきになってアベノミ

クスの｢成果｣を宣伝していますが、長崎県の労働者には何の恩恵も

ないばかりか、賃金減になっているということが、人事委員会勧告

で明らかになりました。

「
戦
争
法
」
を
廃
止
す
る

闘
い
は
続
い
て
い
る

「
安
保
法
（
戦
争
法
）」
は
、
圧
倒
的
多
数

の
憲
法
学
者
の
違
憲
の
声
や
世
論
を
無
視
し
、

自
公
与
党
に
よ
る
強
行
採
決
で
、
成
立
し
ま

し
た
。「
説
明
不
足
」
と
い
う
声
に
、
安
倍
首

相
は
「
き
め
細
か
く
説
明
す
る
」
と
い
う
約

束
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
国
会
は

開
か
れ
ず
、
ま
た
国
民
に
対
し
て
直
接
説
明

す
る
こ
と
を
怠
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
戦
争
法
」

が
施
行
さ
れ
る
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
を
閉
ざ
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
未
来
に
直

接
責
任
を
持
つ
私
た

ち
教
職
員
に
と
っ

て
、
ま
た
子
を
持
つ

親
に
と
っ
て
、
こ
の

法
を
施
行
さ
せ
な
い

こ
と
、
法
そ
の
も
の

を
廃
止
さ
せ
る
こ
と

が
、
未
来
に
生
き
る

子
ど
も
た
ち
に
対
し

て
の
責
務
で
す
。

高教組会館の窓にかかげられたスローガン

「
戦
争
法
廃
止
！

安
倍
政
権
退
陣
！

な
が
さ
き
」
集
会
＆
パ
レ
ー
ド

月

日
（
火
・
文
化
の
日
）
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改
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阻
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長
崎
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共
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セ
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タ
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戦
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許
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な
い
！
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２０１５年度 長崎高教組・私教連

第６３次長崎県教育研究集会(秋の教研）
教え子を再び戦場に送らない！ 平和を守り、真実を貫く民主教育の確立を

１１月２1日(土) 9:30～16:30
高城会館 諫早市高城町5-25 ℡(0957)24-1500

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
は
慎
重
に

国
民
全
員
に

桁
の
個
人
番
号
を
割

12

り
振
り
、
税
や
社
会
保
障
な
ど
の
行
政

手
続
き
に
利
用
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
運
用
が

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

10

し
た
。
長
崎
県
内
で
は
、
各
人
に
個
人

番
号
を
通
知
す
る｢

通
知
カ
ー
ド｣

の
送

付
は

月
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
す

11

が
、
個
人
情
報
の
漏
洩
な
ど
に
つ
い
て

の
不
安
を
持
っ
て
い
る
人
が

割
以
上

8

い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す(

長
崎
新
聞

月

日)

。

10

20
実
際
、
同
様
の
共
通
番
号
制
を
採
用

し
て
い
る
米
国
・
韓
国
・
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
は
、
情
報
漏
洩
や｢

な
り
す
ま
し｣

に
よ
る
被
害
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
米
国
で
は
、

２
０
０
６
～
０
８
年
の

年
間
で
、｢

な

3

り
す
ま
し｣

に
よ
る
犯
罪
が
１
億
件
以

上
、
被
害
総
額
は
１
兆
７
３
０
０
億
円

に
も
の
ぼ
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
深
刻

で
す
。

｢

通
知
カ
ー
ド｣

の
受
け
取
り
を
拒
否

し
た
い
と
い
う
声
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

｢

通
知
カ
ー
ド｣

の
受
け
取
り
を
拒
否
し

て
も
、
個
人
番
号
が
割
り
振
ら
れ
る
こ

と
そ
の
も
の
は
拒
否
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
よ
り
、
申
請
し
て
取
得
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る｢

個
人
番
号
カ
ー
ド｣

へ
の

対
応
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。｢

個

人
番
号
カ
ー
ド｣

は
、
本
人
の
顔
写
真
を

貼
り
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
内
蔵
さ
れ
、
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
利
用
さ

れ
る
電
子
証
明
書
が
標
準
装
備
さ
れ
て

い
ま
す
。｢

個
人
番
号
カ
ー
ド｣

は
ネ
ッ

ト
上
で
の
公
的
身
分
証
に
な
り
、
実
社

会
で
も
本
人
確
認
の
た
め
の
証
明
書
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
紛
失

盗
難
に
よ
っ
て
他
人
の
手
に
渡
っ
た
場

合
に
は｢

な
り
す
ま
し｣

の
危
険
が
大
き

く
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け
ネ
ッ
ト
上
で

は
極
め
て
容
易
に｢

な
り
す
ま
し｣

が
で

き
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

政
府
は
、
各
種
の
証
明
書
の
取
得
に

便
利
な
ど
と
し
て｢

個
人
番
号
カ
ー
ド｣

の
普
及
を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
様
々

な
手
続
き
に
利
用
す
る
た
め
に
は
携
帯

し
て
持
ち
歩
く
こ
と
が
多
く
な
り
、
紛

失
盗
難
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
政
府

は
、
単
独
で
は
本
人
確
認
に
使
え
な
い

｢

通
知
カ
ー
ド｣

に
つ
い
て
は｢

大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い｣

と
注
意
を
喚
起
し
て

い
る
の
に
、
本
人
確
認
の
機
能
が
高
い

｢

個
人
番
号
カ
ー
ド｣

に
つ
い
て
は
様
々

な
場
面
で
の
活
用
を
推
進
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
は
矛
盾
そ
の
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
考
え
れ
ば
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
申
請
は
慎
重
に
し
た
方

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

政府はマスコッ

トキャラクター

まで作って宣伝

していますが…

「秋の教研」実施要項
１ 日 程

21日(土) 9:00 受付

9:00 司会・記録打合せ

9:30 全体集会

10:00 記念講演 ～12:00

＜昼食・休憩＞

13:00 分科会 ～16:30

２ 駐車場

市役所駐車場 9:00～

上山公園 10:00～

３ 参加目標

1)支部 長崎：20 佐世保:15

諫早：20 大村：20

島原：15 西彼：３

北松：７ 五島：１

壱岐：２ 対馬：２

2)各支部の教文専門委員

3)民主教育推進委員

４ 参加者の交通費等

1)下記の参加者の交通費は本部

で保障

①上記３に該当する参加者

②未組合員の参加者

③高退教会員のリポーター参

加者

2)宿泊費は、離島支部・北松支

部は1泊7,000円を上限に保障

3)昼食は、事前に申込んだ全日

程参加者には準備

５ 参加申し込み

1)分会長が集約し本部へ

2)第１次集約 10月30日(金)

第２次集約 11月18日(水)

【
分
科
会
】

：

～

：

13

00

16

30

秋
の
教
研
は
、
教
科
別
分
科
会
で
す
。
一
昨
年
度
の

冬
の
教
研
、
昨
年
度
の
夏
の
教
研
で
、
「
知
識
詰
め
込
み

教
育
」
と
は
違
う
、
子
ど
も
の
実
態
か
ら
出
発
し
、
子

ど
も
た
ち
を
ま
ん
中
に
お
い
た
教
育
、「
学
び
合
い
」「
共

同
」
の
大
切
さ
が
説
か
れ
、
い
く
つ
か
の
実
践
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
を
中
心
と
し
た
授
業
、
「
学
び
合
い
」
「
共
同
」

の
授
業
実
践
の
報
告
を
持
ち
寄
り
ま
し
ょ
う
。
手
応
え

の
あ
っ
た
実
践
、
失
敗
や
課
題
を
残
し
た
実
践
、
み
ん

な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

分
科
会
は

国
語
教
育

外
国
語
教
育

社
会
科
教
育

数
学
教
育

理
科
教
育

芸
術
教
育

農
業
水
産
教
育

商
業
教
育

工
業
教
育

保
健
体
育
教
育

家
庭
科
教
育

現
業
・
事
務
の
つ
ど
い

学
校
図
書
館
教
育

障
害
児
教
育
・
定
通
教
育
は
別
日
程
で

実
施
済
み

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

よ
そ
ゆ
き
の
、
成
功
し
た
報
告
だ
け
で
な
く
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
実
践
を
持
ち
寄
ろ
う

教
育
は
、
日
々
変
化
す
る
生
身
の
人
間
を
対
象
に
し
、

変
化
す
る
社
会
に
対
応
し
て
内
容
や
方
法
が
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
固
定
的
な
教
授
法
、

一
つ
の
解
釈
・
方
法
に
固
執
し
て
教
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
教
員
に
と
っ
て
は
怠
慢
で
あ
り
、
敗
北
で
す
。「
生

徒
を
学
び
の
主
人
公
」
に
す
る
指
導
に
は
、
試
行
錯
誤･

失
敗
が
不
可
欠
で
す
。
う
ま
く
い
っ
た
実
践
か
ら
学
ぶ

【
記
念
講
演
】

：

～

：

10

00

12

00

「

歳
選
挙
権
と
主
権
者
教
育

18

ー
す
べ
て
の
生
徒
に

主
権
者
教
育
を
ー
」

宮

下

与
兵
衛

さ
ん

首
都
大
学
東
京
・
特
任
教
授

長
野
県
の
高
校
に

年
間
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
１
９

37

９
６
年
度
か
ら
２
０
０
７
年
度
ま
で
県
立
辰
野
高
校
に

勤
務
し
、
学
校
運
営
を
父
母
、
生
徒
、
教
職
員
で
す
す

め
る
「
三
者
協
議
会
」
と
、
そ
こ
に
地
域
住
民
が
参
加

す
る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
づ
く
り
を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
を
中
心
と
す
る
辰
野
高
校

の
と
り
く
み
は
、
宮
下
さ
ん
編
著
の
『
地
域
を
変
え
る

高
校
生
』
（
か
も
が
わ
出
版
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
定
時
制
に
勤
務
し
な
が
ら
、
大
学
院
で
学
び
直
し
、

２
０
１
３
年
度
よ
り
現
職
に
つ
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

歳
選
挙
権
が
決
定
し
、
来
年
の
参
議
院
選
挙
で
高

18
校
生
の
政
治
参
加
が
実
現
し
ま
す
。
し
か
し
、
若
者
の

政
治
離
れ
、
高
校
生
の
政
治
的
無
関
心
、
学
校
現
場
で

の
政
治
教
育
の
遅
れ
、
主
権
者
教
育
の
現
状
な
ど
を
考

え
る
と
、
暗
澹
た
る
思
い
に
と
ら
わ
れ
ま
す
。
辰
野
高

校
の
生
徒
た
ち
は
地
域
に
か
か
わ
る
中
で
、
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
（
市
民
と
し
て
の
資
質
）
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
生
徒
た
ち
に
主
権
者
と
し
て
の
意
識
を

持
た
せ
る
と
同
時
に
、
教

職
員
自
身
が
主
権
者
と
し

て
生
徒
の
前
に
立
つ
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
説
い
て
い
た
だ

け
る
と
期
待
し
ま
す
。

こ
と
も
多
い
の
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、

失
敗
の
な
か
に
、
成
功
の
ヒ
ン
ト
が
隠

さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
え
て
失
敗
し
た
実

践
、
上
手
く
い
く
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
実
践
を
持
ち
寄
っ
て
、
本
音
で
意
見

を
出
し
あ
い
、
評
価
す
る
点
と
改
善
す

る
点
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

気
楽
に
、
授
業
等

で
使
っ
て
い
る
プ
リ

ン
ト
や
授
業
案
、
試

験
問
題
な
ど
持
ち
寄

り
ま
し
ょ
う
。

若
い
先
生
方
を
誘
い
ま
し
ょ
う

７
～
９
月
に
実
施
し
た
「
若
手
教
職

員
の
皆
さ
ん
へ
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
、
教
科
の
指
導
や

歳
選
挙
権
に

18

つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う
回
答
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
わ

か
り
や
す
く
、
興
味
関
心
を
高
め
、
学

ぶ
意
欲
を
喚
起
す
る
授
業
を
し
た
い
と

い
う
の
は
す
べ
て
の
教
員
が
持
ち
、
特

に
若
い
人
に
は
強
い
も
の
で
す
。
そ
の

思
い
に
応
え
ま
し
ょ
う
。
是
非
、
若
者

の
参
加
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

(2) 第1598号 2015年10月15日(火) 長 崎 高 教 組 新 聞 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行


